
                                                        

 

 

 

   

 

 

   

 

   

  

 

 

 

 

 

 

  

     

 

 

 

   

 

 

 

  

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「人権のつどい日」にひろ

う 

平成 29年 7月号 

 

★ゆめじゅく編集委員会 

3 日(月)13 時 30 分～ 

★であい展役員会 

  ５日(水)19 時 00 分 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

11 日(火) 10 時 30 分～11 時 30 分 

★「人権のつどい日」   

11 日(火)19 時 30 分～21 時 00 分 

 テーマ：「日本語学習支援活動を通じて」 

  講師：土井 美智子さん 

★移動図書館青い鳥号 

12 日(水)・26 日(水) 

14 時～14 時 40 分 

★連合自治会「何でも相談日」…瀬戸会館 

  毎週火曜日 13 時～15 時   

★人権・同和教育関係行事 

13 日(木)・14 日(金)  

四国地区人権教育研究大会 

（松山市ひめぎんホール）              

新居浜市瀬戸町７‐30 

E-mail：seto@c i ty .n i i hama .eh ime . jp  

 

T e l  ：０８９７―４１―５８５９（Fax 兼用） 

 

 

〒792-0821 

松山市朝生田ふれあいセンターで開催さ

れました。 

全国隣保館連絡協議会 常任顧問兼事務局

長 中尾由喜雄氏の講演があり、その中で、

「同和行政は部落だけの対策では終らない。

講師にとって『差別が無くなった』とは『日

常生活の中で何のわだかまりもなく、お互い

に尊敬して協力していけること。』であり、

福祉と人権のまちづくりをめざす隣保館の

職員として、明確に押さえておくことは～隣

保館は、同和問題の解決の施設である～と結

ばれました。 

瀬戸会館は個人に対しての支援だけでな

く、差別をしない社会をつくるため啓発事

業、交流事業をしていることを      

忘れずに、人と人をつないで       

社会を変える努力をしていき       

たいと思います。                 

７月３日(月)・７日(金)の二日間、泉川校

区地区別懇談会が行われます。今年度は、紙

芝居や人権カルタなど、子どもさんも参加し

やすい内容で企画されています。ご近所お誘

いあわせのうえ、また、お子様とご一緒にご

参加いただけたらと思います。 会場も今年

度は                      

  ３日(泉川小学校体育館) 

  ７日(泉川中学校体育館)の２会場。                

 

時間は、いずれも午後７時から午後８時１５

分です。 

皆様のお越しをお待ちしています。 

 

今年も「であい展」を次の日程で開催する

ことになりました。出品していただける作品

がありましたら、瀬戸会館までご連絡くださ

い。 

 

開催期間 ８月１２日(土)～８月１４日(月) 

場  所 瀬戸会館（A 室・B 室） 

作品搬入 ８月９日（水）・１０日（木） 

作品撤去 ８月 15 日（火）・１６日（水） 

 

災害は忘れたころにやってくると申しますが、昨今の災害の状況を振り返れば、この

表現が的確かもしれません。国からの調査結果によると 30 年以内に南海トラフ地震が

発生する確率は７０％といわれています。また、これまでの天災における被災後の調査

によれば、訓練をしていた、していなかったの違いが被害程度に、はっきりとした明暗   

             が見られます。そこで瀬戸・寿連合自治会として、次のよ 

             うに防災訓練を計画いたしました。いつ起こるか明確な時 

             期はわかりませんが、もしもの時のために、自分たちでで 

             きることを身につけておきませんか。終了後、非常食無料 

             配布を予定しています。お忙しい時期ですが、地元のみな 

             さんの多数のご参加をお待ちしています。 

  

日 時  平成 29 年 7 月 2 日（日）9：30～ 

場 所  瀬戸会館駐車場及び館内 

  

                       瀬戸・寿連合自治会 

 

それぞれの学級の目標に込められた

想いを、全校児童に発表する集会です。

元気いっぱいの発表の中に、「仲間の輪

を大切に、一人一人の笑顔を輝かせる

ぞ！」という意気込みが伝わる、素晴ら

しい集会でした。耳を傾け、顔を向け、

全身で発表を聞く児童の姿も微笑まし

く、最後に「ともだちはいいものだ」と

いう歌声が体育館全体を震わせ、参観し

た保護者の皆さんや、児童自身の心に響

き渡りました。 

恒例となっています第 31 回市民一

斉清掃は、来たる７月２３日（日）７時

から実施いたしますので、定刻までご集

合・ご協力をお願いたします。 

なお、詳細につ  

いては、別紙チラ

シをご覧くださ

い。 

         

       瀬戸・寿連合自治会 

防災訓練 



  

  

  

 

 

 

  

 

   

  

   

    

    

  

 

 

 

 

     

 

 

 

  

  

 

 

 

  

  

   

 

  

   

  

  

６月の人権のつどい日は、当館浦江賢治指導員が「本当の優しさを」という演題で、

お話をしました。 

 ○ 優しさの基本は他者理解。立場が違うと、思いも違う。立場が同じでも、いろ

いろな思いの人がいる。相手の想いを知る努力をすることが、優しさの第一歩。 

 ○ 好きになる努力。好きになることが一番。だけど、大嫌いが、少し嫌いになる

だけでもいい。 

 ○ 優しさを育む自分自身の言葉。言葉はそれを聞く人に影響を与えるが、一番影

響を受けるのは自分自身。冷たい言葉、思いやりのない言葉が自分を傷つけ、優

しい言葉が自身の優しさを育む。 

 ○ 素直に行動できる勇気。自分の想いを行動に移すための勇気。恥ずかしがらず、

怖がらず、一歩を踏み出そう。 

「人は、寄り添ってくれる人、支えてくれる人がいると頑張れます。人に寄り添

い、支える人に。そして寄り添い、支えることに喜びをみいだせる自分でありたいと

思います。」と語りかけていました。 

 

私たちは、ボール体操とエアロビクスをしています。バ

ランスボールは足腰に負担をかけずにしなやかな体づく

り。エアロビクスはゆるめの高齢者向きで、５年１０年後

も動ける筋肉づくり。 

仲間は、６０代～７０代です。一度体験して一緒に楽し

みましょう！自分のため、ご家族のために。活動は、 

毎週木曜日 第 1・3・5（火曜日） 

１４時～１５時です。 

あなたの〈こころ〉はどんな形ですか 

とひとに聞かれても答えようがない 

自分にも他人にも〈こころ〉は見えない 

けれどほんとうに見えないのであろうか 

 

 確かに〈こころ〉はだれにも見えない 

けれど〈こころづかい〉は見えるのだ 

それは 人に対する積極的な行為だから 

 同じように胸の中の〈思い〉 

は見えない 

けれど〈思いやり〉 

はだれにでも見える 

それも人に対する 

積極的な行為なのだか

ら 

 

あたたかい心が  

あたたかい行為になり 

やさしい思いが  

やさしい行為になるとき 

〈心〉も〈思い〉も初めて 

美しく生きる 

それは 人が人として 

生きることだ 

 

これは、宮澤章二さんの、「行為の意味」という詩

です。優しさを行為にすることで、周りの人や自分自

身の笑顔を輝くものにしたいものです。 

 

ピアノの音に合わせて、親子でおさんぽして歩いた

り、ゆっくりお山を登ったり、かけあしで走ったり、お

耳で音を聴いていろいろな動きをしています。 

いろいろな道具を使ってリズム打ちをしたり、カード

を見て物や動物、果物の名前を覚えたり、言葉のリズム

を打ってみたり。音感・リズム感などが遊びながら学べ

るリトミックです。活動は、 

毎週木曜日 １０時からです。 

 

ガラガラと控えめに空いた入口から、一人また一人と

入ってくる。チラ見しながら、「おはよう」を返して鍵盤

をたたく。ピアノを弾く順番を待っている間も話が弾み、

１１時過ぎると話題はランチに。こんな居心地のいい場所

で、仲間と楽しく過ごせるなんて、感謝です。活動は、 

 毎週月曜日 １０時～１２時です。 

 


